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市民と市長の

対話集会
2025.10 芦屋市
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そもそもなぜ、対話なのか

対話で実現したい福祉の話

みなさまとの対話
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Why “Dialogue”

1
そもそもなぜ、対話なのか



芦屋だからこそ、対話で創る 
世界で一番住み続けたい街
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市民と市役所は 
対立ではなく､ 

共創する関係です
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Our Vision

2
対話で実現したい福祉の話
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市長の使命とはなにか？
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市長の使命は､ 
市民の可能性を拓くこと
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｢福祉」とは､ 
｢ふ」だんの「く」らしの 
｢し」あわせをつくること
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だからこそ､ 
あなたの力が必要です
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あなたのできる／したいを 
発揮してください！ 
地域での支え合いと活動者 
自身の社会参加を推進する 
ボランティア活動です。 
＊年間上限5,000円の交付金を受け取れます

ひとり一役活動推進事業



© 芦屋市 2025
12

障がいのある人が来店したときに 
できる限りの配慮を心がけ、障が
いのある人の社会参加を応援する
お店、病院、事業所。誰もが 
利用しやすいお店です。 
*合理的配慮提供にかかる費用を一部助成します

芦屋市みんなにやさしいお店
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どんな内容でもOK。専門の
相談員がお話を伺います。 
■福祉なんでも相談 
  ! 保健福祉センター1階 
  " 月～金曜日  
  ⏰ 9:00-17:00 

■高齢者生活支援センター

なんでも相談できる窓口あります
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Dialogue

3
みなさまとの対話
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つくりたいのは､ 
要望の場ではなく 

対話の場
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- 話は短めに！（話しすぎに注意しましょう） 
- 違ってて当たり前！（否定より提案を） 
- みんなで学び合う！（知らなくて当たり前） 
- 話をつなげる！（対話を楽しみましょう）

お願いしたいこと
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参考資料



■活動例【市内の高齢者・障がいのある人の施設・学校園などでの活動】 
＊レクリエーション指導、補助　＊話し相手、傾聴　 ＊催事に関する手伝い 

【高齢者の居宅での活動】＊簡単なごみ出し ＊話し相手 ＊囲碁、将棋等の相手
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バリアフリートイレ 
への改修（工事）

手すりの設置 
（工事）

スロープ設置 
（工事・物品）

必要な物品の 

購入
・社内研修の実施 
・手話通訳等の利用 

など

お客様のために対応したい！　でも、費用が・・・
そんなときにお使いいただける助成金です。 

事前の申請で、１／２の金額を助成します！（※上限あり） 
くわしくは、障がい福祉課にご相談ください。 芦屋市ホームページ

「合理的配慮提供支援助成事業」 
障がいを理由とする差別の解消推進のために実施しています

R6.4～事業者の障がいのある人への「合理的配慮」の提供が義務に…！
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詳細は芦屋市 
ホームページ 
に掲載中！
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対象：（1）おおむね65歳以上の高齢者のみの世帯 
　　　（2）おおむね65歳以上の高齢者と障がい者手帳をお持ちの人で構成される世帯 
　　　（3）身体障害者手帳1級または2級をお持ちの単身世帯 

　月額利用料　５５０円　　近隣に協力員が３名いる場合は無料
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認知症高齢者個人賠償責任保険
安心して外出するため、万が一の支援です 

補償金額：上限３億円 
保 険 料 ：０円 
事故時は、コールセンターが24時間対応 
見守り・SOSネットワークの登録が必要
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見守り・SOSネットワーク事業
行方不明時の早期発見につなげます 

①本人の特徴や連絡先を事前登録します 
②行方不明時は、ネットワーク協力員に 
　メール配信し、一緒に探してもらいます 
③芦屋警察署とも連携します


